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●★子どもが自ら学びを進め、他者との協
働的な学びを展開していく。

子どもの学びに対する充
実度と達成度。

学習状況
調査等

１０月末
年度末

○ ○ 〇

●★ＩＣＴを効果的に活用する等、子どもの
自尊心が醸成する授業を展開していく。

子どもが学習成果をどの
ようにして表現している
か。

学習状況
調査等

１０月末
年度末

△ △ 〇

●★研究授業日を設定し、授業づくりと信頼
ある評価について研究する。
●校外で実施の教科研究研修等に参加す
ること等により積極的な研究に努める。

公開授業等の実績・成果
実施状況
公開授業
校内研修

１０月末
年度末

○ ○ 〇

★堺市学力学習状況調査や学校アンケート
の各種調査結果を活用し、検証分析を行
い、授業改善につなげる。

課題に対して、効果的に
研修を実施したか。

学習状況
調査等

１０月末
年度末

△ △ 〇

●★人権尊重の精神に立ち、子どもたちの
望ましい人間関係の形成と自他尊重を養う
道徳教育の実践する。

子ども個人や集団としての
成長やその過程。

アンケート
学習状況
調査等

年度末 ○ ○ 〇

★オープンスクール期間に、授業公開し、幅
広く意見を徴収し研究を深める。

公開授業等の実施実績。
学習状況
調査等

年度末 ○ ○ 〇

●★体育活動の活性化や、スポーツ活動に
親しむ機会を充実させること等から、運動習
慣を育む。

体育・スポーツへの取組姿
勢や体力テスト等の結果。

体力テスト等 年度末 ○ ○ 〇

●★栄養教諭をリーダーとして、中学校区
での食育に積極的に取り組む。また、地域
や家庭と連携して子ども食への意識向上を
めざす。

「食育の視点」に基づいた
意識や行動の成長。

学習状況
調査等

年度末 ○ ○ 〇

●★学校ホームページ、学校だよりを活用
し、教育活動の情報を発信する。

スピード感をもった情報発
信

アンケート 年度末 ○ ○ 〇

●地域とともに歩む学校づくりをめざす。大
人からの積極的に「あいさつ」を実践する。

あいさつ・行動・スピード
アンケート
地域の評価

年度末 ○ △ △

確かな学びの現状
〇静謐な環境での授業が実施され、生徒も意欲的に学習に取り組む姿勢がみられる。
〇堺市学習・生活状況調査（令和５年度）の結果から、「授業中は学習に集中しているか」の肯定的回答は、現３年生
が約８４％、現２年生が約９４％であった。また「問題を解いて間違ったとき、間違えた理由を考えているか」の問いに
対する肯定的回答は、、現３年生が約８６％、現２年生が約８７％となった。これらのことからも、学習意欲の高さが伺
われる。

豊かな心・健やかな体の現状
〇堺市学習・生活状況調査（令和５年度）の結果から、「将来の夢や目標を持っているか」に対しての肯定的回答は、現３年生が約５６％、現２年生
が約７５％であった。「新しいことを知るのは楽しい」の肯定的回答は、現３年生が約９２％、現２年生が約９３％であった。現３年生は、２項目が結び
つくことができれば、将来への期待値が大きくなると考える。
〇堺市学習・生活状況調査（令和５年度）の結果から、「外で体を動かくことは好きですか」に対する肯定的回答は、現３年生が約７５％、現２年生が
約８１％あった。昨年度と比較すると、若干ポイントが減少した。

令和６年度　重点目標
　本校教育目標を「人と人との交わり、つながりの中で『豊かな心』と『生きる力』を育てる」とし、これを実現するための重点目標を、「自分の良さに気づき、他者を認め、人とつながり協働する子どもの育成」「子どもが学習するための最適な方法や形態を考えた授業づ
くり」「ＩＣＴを活用した授業の推進と情報活用能力の育成」「信頼される学校、信頼される教員をめざす」と設定した。
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〇人権尊重の精神に立ち、望まし
い人間関係の形成し、自他の尊重
や実践力を養う。
〇人権に関する知的理解と人権感
覚の育成する。
〇子どもの自尊心を醸成する。

進捗確認
（～１０月）
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中
項
目 自己評価

学校関係者評価者から(年度末)
〇授業は落ち着いていて、生徒の頑張りと、先生の子どもたちへの丁寧な支援がよく伝わってきます。地域でもしっかりと見守っていきたい。
〇学校に訪問した際の子どもたちの気持ちのいい挨拶、授業に取り組む姿勢等、素晴らしいと感じる。特に体育大会での規律正しい行動と、仲
間を思う声援には、非常に感銘を受けた。
〇授業内外の多様な教育環境の変化で、先生方も研修や諸対応に追われ大変と思うが、今後も地域に開かれた庭中であり続けてほしい。
〇５０期生の卒業証書授与式は、非常に感動的な式であった。「卒業の歌」として全員合唱を２曲聞かせていただいたが、本当に素晴らしい合唱
で涙が出てきた。
〇中学生は、地域にとっても大切な存在である。御池台・庭代台を一緒に盛り上げていければと期待している。
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〇自尊感情の高揚と個性の伸長を
めざす。
〇命を守り、安全で安心した活動を
可能とする環境づくり。
〇計画的で組織的に、食育を推進
する。

信
頼
さ
れ
る
学
校

〇家庭や地域から信頼される学校
でなければならない。

〇子どもは生まれながらにして有
能な学びてであるという「子ども感」
を大事にした授業を行う。
〇子どもが主体的に学ぶ姿を捉
え、「主体的・対話的で深い学び」
の視点による授業改善を図る。

〇子どもが自己調整しながら学習
を進め、個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実に努める。
〇現状の課題解決のための研修を
積極的に実施し、授業力向上をめ
ざす。
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校長より(年度末)
　保護者の皆様、生徒の皆さん、学校教育アンケートへ回答いただき、誠にありがとうございました。
　学校アンケートの１問め「学校へ行くことが楽しい（楽しみにしている）」に毎年注目をしています。生徒の肯定回答は、昨年度89%でしたが今年度86%と少し低下しました。一方で保
護者の肯定回答は、昨年度81%から今年度84%と少し上昇しています。生徒と保護者の数値が近いことから、生徒は学校での状況を家庭でもよく話をしているのではないかと推測し
ています。一方で「楽しくない」と感じている生徒へのサポートは必要であると考えています。教育相談、いじめアンケート等を中心として生徒が思いを積極的に相談しやすい環境と
整え、丁寧に対応していきたいと考えています。
　生徒が安全安心な学校生活を送り、自主的に考えそして実行できる力を育成できるように、今後も生徒支援のあり方を研究してまいります。そして地域として信頼される中学校を
目ざしていきます。また今回実施しました学校教育アンケートの結果は、後日お知らせいたします。

学校関係者評価

達成状況(年度末)
評価時期評価方法

判断基準
（評価のものさし）

具体的な取組
（●重点とする取組　★中学校区での取組）

具体目標
大
項
目

〇アンケート結果から、ホームページでの情
報発信や開かれた学校への取組がしっかりと
できていると感じる。保護者と学校と、よい関
係が築けているのではないかと思う。
〇庭中生が地域のことを大切に思い、地域の
ために活躍してくれていると感じている。地域
としても、意識を高く持った庭中生にもっと活
躍の場を提供できればと思っている。

「自分には良いところがある」の生徒
肯定回答は、85%と昨年比1%上昇、一
昨年比７%上昇した。子どもの自尊感
情が高揚する支援を継続したい。ま
た全員喫食制中学校給食の開始を
控え、栄養教諭を中心に、小中一貫
した食育を積極的に推進していく。

〇「自分には良いところがある」に85％が肯定
回答をしたことが、庭中生の素晴らしいところ
である。一方で肯定回答ができなかった15％
の生徒への対応も大切である。
〇栄養教諭を中心に、小中一貫した食育に取
り組んでいることは，非常に素晴らしい。その
成果を中学校の保護者で共有できればいい。

〇「授業では…教え方を工夫している」「学習
評価は納得できる」等の先生方からの働きか
けはとても評価が高く、先生方の尽力が生徒
にも伝わっていることが見てとれる。
〇主体的な学び・協働的な学びの姿勢は、生
徒には根付きつつあるのか。
〇入試日程の改革、自動採点の導入等の取
組が、先生方の授業改善に向けた時間的な
余裕や、生徒の主体的に学ぶ姿勢の醸成に
繋がっているかが気になるところである。

授業改善、いじめ防止、個人情報の
適切な取扱、進路業務等あらゆる課
題に対する研修を積極的に実施し
た。また子どもが自ら学びを進めるこ
とができる学習指導（支援）の研修も
行ったが、今後もこの研修を継続し、
子どもの主体性を伸ばす授業改善に
取り組む。

〇いじめ防止や個人情報の整理、主体的な
学びやＩＣＴを使った授業改善等、さまざまな研
修と日々の業務で先生方が疲弊していないか
心配しているところである。
〇「自己調整しながら学習を進める」ために
は、生徒各人の主体性や目的意識など個人
差が非常に大きいと思うが、授業や学校生活
の中でどのような取組をしているのか。

「いじめはどんな理由があってもいけ
ない」の生徒の肯定回答は97%。これ
は100%にならなければいけないと考
えている。いじめは絶対に許されるも
のではないという意識のもと、子ども
を支援していきたい。

〇「人の気持ちがわかる人間になりたい」の
高評価の回答が、庭中生の素敵なところと思
う。「人権の大切さについて学ぶ機会が多い」
の肯定的回答が90％近くであるのは、先生方
の尽力のおかげだと考えている。
〇オープンスクール期間、保護者の姿をあま
り見かけない。学校外の方に教育活動を見て
もらうことは、先生や生徒にとって重要と思う
が、そこから広く意見を徴収できるか。

中学校区におけるめざす子ども像
　人と人との交わり、つながりの中で、「人間性豊かな心」「たくましく生きる力」「学び続ける姿勢」を持つ子　～明るく元気・自ら学ぶ・仲良く助け合う～

栄養教諭を中心に小中一
貫した食育に取り組むな
ど、概ね計画通りに進んで
いる。

12月に学校についてのア
ンケートを実施する。学校
からの情報は、今後も継続
して発信する。

確かな学びと豊かな心・健やかな体をはぐくむ　学校力向上プラン【学校評価書】

「学校は学校HP等で学校での活動の
様子等をよく伝えている」の保護者の
肯定的回答は、昨年度比微増の94%
であった。「保護者や地域の方が学
校に来る機会を設け開かれた学校に
している」は98%であった。今後も積極
的な情報発信に努めていきたい。

「授業では課題学習など教え方を工
夫している」「教員は努力や頑張りを
認めてくれる」「学習評価は納得でき
る」の肯定回答は各85%、88%、91%と
高かった一方、「授業で自分の考えを
まとめ発表する」は68%であり、子ども
の主体性を伸ばす授業改善が必要
である。

個別最適な学び等の充実
を目的に、日々、臨機応変
に教育活動を実施してい
る。

校内研修が予定通りに進
んでいることに加え、個々
に校外の研修及び研鑽に
努めている。

公開授業の実施等、年間
計画に基づき、予定通りに
進んでいる。
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